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客観的な視点は経営目線。私たち社員の視点を考えてほしい。 

相互運用や統括センター化などたくさんの業務を手広くやってきた。働きが

いよりもお金が欲しい。 

圧倒的要因不足の今、各種施策を担っているのと 1 人あたりの売り上げが増

えている現状に応えるべき。 

業績、生活水準をしっかり見て社員に妥当な還元をして欲しい 

 

施策などで現場が苦労している。Q チケや多客、イベントの企画、要員の足り

ない中での相互運用や休労、超勤。この努力に報いる回答でなければ納得でき

ない。会社と社員の信頼関係はない！ 

特に工務職場は超勤が大変厳しい、人手が全然足りないなか、精一杯仕事をし

ても全く追いつかない。また、会社は各種施策を矢継ぎ早に提示するだけで現

場のことを何も考えていない。現場社員に何一つ還元されない。 

働き度に見合った賃金を求める！我々は奴隷ではない！ 


